
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢マスクは表情を鍛えるか？｣ 

 副校長 跡 部 耕 一 

わかはと 
秋田大学教育文化学部附属特別支援学校  

第 139 号 令和 3年 3 月 9日発行 

〒010-0904 

 秋田市保戸野原の町 7-75 

 TEL 018(862)8583  FAX 018(862)8525 

 HP http://www.sh.akita-u.ac.jp 

  E-mail fuyo@sh.akita-u.ac.jp  

当初はマスクが苦手だった小さな子どもたち

も、最近ではすっかり慣れてきました。新型コロ

ナウイルスとの戦いに明け暮れるこの長い期間

に、手洗い等も含めてずいぶん衛生習慣が身に付

いたものだと感心しています。 

 一方で、お互いの表情が分かりにくいという側

面も指摘されています。教師の仕事の入り口は、

子どもたちがどんな心持ちでいるのかということ

を把握することです。そして意思を伝え合う手段

としても、顔が果たす役割は非常に大きく、一説

によると言語的手段の２倍以上とも言われていま

す。今このコミュニケーション手段が、大きな制

約を受けています。 

 

また、私たち教師はオンラインでの会議が増え

たのですが、対面式と違い、画面越しにやり取り

の際の自分の表情が見える（見えてしまう）よう

になりました。そのおかげで、今更ながら自らの

表情の乏しさに閉口する毎日です。 

 マスクをすると表情によるコミュニケーション

は、顔の上半分の勝負になります。「目は口ほど

に…」とよく言いますが、これからの時代は、そ

の部分を鍛える必要があるのかもしれません。顔

の下半分を覆い隠す必要がない日々が戻ってきた

ときに、上半分だけ表情が器用になっていたらど

うしようなどと、不謹慎にもつい独り笑いをして

います。  
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小松 若葉 田中 里奈 若月 友翔 

① わかはと祭「白雪姫」で魔女

役になったこと 

② 音楽を頑張りたい 

① みんなでカルタで遊んだこと 

② 数学を頑張りたい 

① わかはと祭「雪の女王」で 

カイ役になったこと 

② 作業学習が楽しみ 

 

 

① 中学部で楽しかったこと・頑張ったこと 

② 高等部で頑張りたいこと・楽しみなこと 

 

 
佐々木 彩莉 

① ３年間ピザを作ったこと 

② サービス班で掃除を頑張りたい 

 
松橋 碧波 

① みんなでやった「ゴーゴーピザ中３」  

② Dスタディで先輩といろんな

勉強をして仲良くなりたい 

 
佐々木 駿吏 

① みんなとピザを作ったこと 

② 新しい作業をすること 

 
湊 優哉 

① 修学旅行で田沢湖に行ったこと  

② 作業学習でお皿作りを頑張りたい 

 
田村 優樹 

① わかはと祭 

② ダンス 

 
鷲頭 秀喜 

① 修学旅行 

② 作業学習 
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① 小学部で楽しかったこと 

② 中学部で楽しみなこと・頑張りたいこと 



 

 

 

  
 ① 学校生活一番の思い出 

② 卒業後頑張りたいこと 

③ 卒業後にやってみたいこと・楽しみなこと 

 石川 康文 

① 修学旅行 

② 返事と挨拶を頑張って働くこと 

③ 給料で映画を見に行くこと 

家族と一緒に旅行に行くこと 

 野口 恒太 

① 千賀子先生とやった作業学習 

（ポーチ作り） 

② 周りの人と仲良く作業すること 

③ 給料でドラえもんグッズを買うこと 

 稲垣 みのり 

① 作業学習 

② 職場の人と仲良くすること 

バリバリ働くこと 

③ 給料を貯めて服を買うこと 

 保坂 春菜 

① 美ら海水族館のイルカショー 

イルカに指示する役に選ばれたこと  

② 仕事 

③ 成人式でみんなに会うこと 

 入江 晃己 

① 修学旅行でみんなで BBQ を

したこと 

② 自分から質問すること 

③ 家族と焼き肉に行きたい 

 三浦 崚 

① 作業学習（陶芸班） 

② 丁寧にタオル畳みをすること 

③ クラスのみんなに会うこと 

 

 大須賀 健太 

① 沖縄での修学旅行で体験した

そば打ちやアクティビティ 

② 社会人として時間を考えなが

らテキパキと仕事をすること 

③ 給料で家族を旅行に連れて行

くこと 

 師井 健太 

① 沖縄への修学旅行（アクティビテ

ィと首里城に行ったこと） 

② 頼まれた仕事に責任をもって働

くこと 

③ 家族に御飯を御馳走すること 

友人と遊びに行くこと 
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部長さんに部活動の思い出と、頑張ったこと、各部のよいところについて

インタビューしました。 

キャプテンとしての自信をもち、チームメイトと

声を掛け合ってきました。試合で得点したときは、

みんなで喜び、チームを盛り上げてきました。 

一番の思い出は、栗

田オータムカップで

す。連係プレーで準

優勝しました。 

（大須賀健太） 美術部は、絵を描く楽しい部で

す。友達と一緒に好きな絵を描き

ました。頑張ったことは、３Dペ

ンで椅子と机を作ったことです。 

（高岡祐士） 

とにかく明るくて、とても楽しいバスケ部です。 

キャプテンとしてチームを引っ張ってきました。 

能代ウィンターカップでチーム一丸となり、勝利 

できたことが一番の思い出です。（師井健太） 

明るくて楽しい音楽部は、

ダンスやカラオケをしまし

た。「上を向いて歩こう」の

手話を練習し、わかはと祭

で発表したことが、一番の

思い出です。（入江晃己） 

グラウンドゴルフ部は、楽しい部活、仲のよい部

活です。ホールインワンを出すために練習しまし

た。リーダーとして準備体操とランニングの号令

を頑張りました。（野口恒太） 

https://3.bp.blogspot.com/-asxarst37wU/VdcUvRyREAI/AAAAAAAAxCM/6I2bj-sVz74/s800/sports_ground_golf.png
https://1.bp.blogspot.com/-TXkVspoCzmQ/XQjuHUR9HmI/AAAAAAABTPY/lFuiHpqXpkkdWDsvrTwLGkZn6jq8nXLywCLcBGAs/s800/gassyou_formal.png
https://4.bp.blogspot.com/-UVswBVRPjCg/WEOPN_4SlKI/AAAAAAABALA/qgcKP_zj_qoxGktepIjjQFTA9NFMsA8xQCLcB/s800/bijyutsu_paint_man2.png
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０ 
今年のテーマは「力を合わせて元気を届けよう！」。感染症対策を行いながらの

練習と発表。動画を活用しながらリモートでの発表となりました。 

小学部「わかはと版 雪の女王」 

６年生を主役に、場面ごとのグループに分かれて

練習。小学部１６名が力を合わせて演じました。 

小学部１年生と実行委員に

よるオープニング。音楽部の 

発表も行われました。 

高等部「元気を届けよう！」 

本校伝統の附特竿燈を披露！大学サークル「よさとせ歌舞輝」の御指導

の下、ヤートセにもチャレンジしました。自分たちの思いを乗せ、仲間

や家族に感謝の気持ちを込めて演じました。 

中学部「NCN ～仲間とチャレンジニュース～」

「動画を作りたい」「ニュース番組風がいいな」と 

中学部みんなで 

考え、学年の特色

を生かした発表

となりました。 

 

テーマ曲 

「Make You Happy」を各

クラスで踊って、動画を作

成。一体感が生まれました。 

作業製品の PR 動画。たくさ

んの注文をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「修学旅行ＤＥ～あおば！！」の掛け声で気持ち

を一つに、横手・湯沢方面への修学旅行に行ってき

ました。 

こまちの車内でのおしゃべり、ふるさと村でみそ

たんぽ作り、佐藤養助商店でのうどんの手綯体験な

ど学校ではできない貴重な体験を多くしてきまし

た。コロナ禍で、例年と違った秋田県内での旅行と

なりましたが、子どもたちにとっては人生初となる

「修学旅行」を存分に楽しみ、たくさんの思い出を

作ることができました。 
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小学部では、生涯学習奨励員の方々を招いて一緒

に学習を行いました。図画工作科では、子どもたち

は奨励員の方々とやりとりをしながら発想を広げ、

粘土の感触を楽しみながら様々な形を表現しまし

た。また、低学年では、生活単元学習「おはなしふ

たば」で、一緒に大きなか 

ぶの劇遊びを楽しみました。 

奨励員の方々が準備してく 

ださった「かさじぞう」の 

読み聞かせを見聞きし、物 

語の面白さに触れました。 

国際理解教育「世界とつながろう」では、カナダと韓国にいる講師の方に、テレビ会議システムで授業をし

ていただきました。「カナダは今、夜なんだって」「韓国の挨拶は何時でもアンニョンハセヨなんだ、便利だ

ね」などと、新しい驚きがたくさん生まれました。最終回はバングラデシュの支援をしている方に学校に来て

いただき、民族衣装の試着をしたり、スパイスの香りを嗅いだりして、他国の文化に触れる楽しい時間を過ご

しました。 
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保健体育で現代的なリズムの授業を行いました。

ロックやヒップホップなどのリズムの特徴を捉え、

動きを組み合わせたり、仲間と工夫をし、考えたり

しながら踊る楽しさを味わうことを目標にしまし

た。ゲストティーチャーとして、STREET DANCE 

ACADEMY iLLSTUDIO（イルスタジオ）から２

名の講師を招き、指導していただきました。 

授業の最後には、ダンス発表会「DOVE STEPS 

vol.1」を行いました。これまでの練習の成果を発

揮し、生徒たちは一生懸命踊りました。仲間ととも

に心を解放させ、 

ダンスする楽しさ 

を十分に味わうこ 

とができました。 

 

10 月 24 日（土）に秋田市通町商店街のイベント「通の市」で中学部作業製品の販売を行いました。荒

天でしたが、多くの方に来ていただき、マスク越しに「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」の

明るい声が行き交う、活気ある販売ができました。「カラフルですね」「丁寧に作ってありますね」などと

声を掛けていただき、販売機会の少ない状況の中、貴重な経験となりました。 

２月２２日に、これまで総合的な学習／探究の時

間に取り組んできた竿燈とヤートセを保護者の皆

さんに披露しました。今年度最後の授業参観という

ことで、生徒たちは張り切って練習を重ね、本番で

は練習の成果を発揮することができました。 

卒業を祝う会は、在校生が色紙作りや飾り作りな

ど自分たちで一から準備・運営をしました。卒業生

からは、これまでの学校生活や保護者への感謝の言

葉がたくさん聞かれ、思い出に残る温かい会となり

ました。 
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本校公式ウェブサイトは随時更新しております。どうぞ御覧ください。 

 
秋 大 特 支 秋大特支 インスタ 

わくわく美術展 

絵画コンクール部門 入選 

中学部３年 松橋 碧波「ドラゴンand ゴースト」 

高等部１年 高岡 祐士「竿燈」 

高等部２年 戸松 洋平「日本の伝統 竿燈」 

高等部３年 大須賀 健太「初めてこしにチャレンジ」 

高等部３年 保坂 春菜「竿燈の風景」 

 

栗田オータムカップ 

準優勝 附属特別支援学校Aチーム 

第３位 附属特別支援学校B チーム 

 

能代ウィンターカップ 

第３位 附属特別支援学校 

 

みんなの写真展 

優秀賞 中学部１年 吉田 蓮 「スーパージャンプ先生」 

佳 作 中学部３年 佐々木 彩莉 「指で描いた星」 

入 選 中学部３年 佐々木 駿吏 「たのしい」 


